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Sotto が設立されて 3年の月日が経ちました。振り返ってみますと、本当に

多くの方々に支えられながら歩んできたことを実感いたします。皆さまか

らのご寄付やお声がけが、本当に心強く、時に折れそうになる私たちの心

を暖かく包んでくださいます。さまざまな関わり方でご支援いただいてお

りますこと、心より感謝申し上げます。

行政や民間団体からの協力要請を受けたり、各種養成講座での受講者の理

解度、満足度があがるなど、この 3年の間に、多くの方々との関わりの中

で、少しずつ成長してきています。背景には、一つひとつの活動について〈自

死にまつわる苦悩を抱えた方に対して、私たちが責任をもってできる事は

何なのか？〉ということを常に考え続けてきたことがあります。このこと

により、お互いの対立を恐れず話し合う風土ができつつあることは、とて

も嬉しく頼もしいことです。

来年度は、メール相談、居場所づくりなど、新たな事業を展開する予定に

しています。その際にも、自死にまつわる苦悩を抱えた方の孤独が和らぐ

関わり方を突き詰めてとことん話し合い、私たちにできる事を丁寧に為し

ていきたいと思います。

ごあいさつ
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Sotto の基幹事業の一つが、電話相談です。毎週末金曜・土曜の夜 7時から翌朝 5時半まで、相談ボランティアが交

代で眠ることなく対応しています。2012 年度の総相談件数は、昨年の 927 件から倍増し、1750 件となりました。

夜間の 2日間だけの開設ですが、本当に多くの悩みが寄せられていることを実感します。年代別では 40代・50代が

最も多いですが、10代・20代の若年層からも相談が寄せられています。また、相談される方の約 6割に自死念慮が

認められ、相談内容別では、孤独感など人生の悩みに関する相談が 417 件と最も多く、精神疾患 233 件、経済問題

137 件、家族・夫婦問題 137 件と続きます。

相談される方が抱える苦悩はさまざまですが、私たちはしっかりとその方の苦悩そのものを大切に受け取り、そっと

側にいる存在であり続けたいと考えています。

相談

Sotto 電話相談 よりそい
ホットライン

電話相談総件数 件
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「よりそいホットライン」は、社会的包摂サポートセンターが運営する 24時間フリーダイヤルの電話相談です。全国

の民間の相談団体が連携して電話を担当しており、Sotto も協力しています。

面談　12件

メール相談　77件
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研修委員会では、毎年１回開催しているボランティア養成講座の他、仮設住宅への訪問活動を行う相談ボランティア

の養成講座（仙台市 3回、陸前高田市 1回）、宗教者対象のゲートキーパー養成研修会（京都市委託事業）など、さ

まざまな研修会を開催しました。

　研修会では、〈自死にまつわる苦悩〉について想像力をはたらかせ実感していただくことと、〈苦悩を抱えた方の苦

悩が和らぐ関わり方〉の基本的な姿勢についてお伝えすることを大切にしています。研修を通じて、たくさんの方々

と出会い、自死について語り、考える時間を持てたことは、研修スタッフにとっても貴重な経験となっています。当

センターの研修は、研修を提供する者と受ける者とは、決して先生と生徒の関係ではありません。体験学習を通して、

ともに成長していくことを大切にしています。

　来年度も、同様の研修会を予定しております。本年度の振り返りを活かして、より分かりやすく、実感の持てる研

修会をめざして、スタッフ一同、丁寧に取り組んでいきます。

研修

9月29･30 日	 浄土真宗本願寺派東北教区災害ボランティアセンター	 12 名受講	

10 月 2･3 日	 陸前高田ドライビングスクール	 	 	 	   9 名受講	

1 月 26･27 日	 浄土真宗本願寺派東北教区災害ボランティアセンター	   9 名受講

いずれの講座も、すでに現地の相談員として活動している講座修了生にもご参加いただき、

スタッフもあわせて約 25～ 30名にて開催。

また、認定された相談員を対象に、活動姿勢を確認したり実際に困っている問題について共

有するための仮設住宅居室訪問活動フォローアップ研修を随時おこなっている。2012 年度

は 8月 23日、11月 22日、3月 7日に実施。

被災地応急仮設住宅訪問活動ボランティア養成講座実施記録
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偶数月の第２木曜日に「語りあう会」を開催しています。

「語りあう会」は、家族、恋人、同僚、友人など、ご自身にとっ

て〈大切な人〉を自死で亡くした方が〈今の気持ち〉を

安心して語ることのできる場所です。最大 5名までの少

人数のグループで和室に椅子を並べて語りあいます。ス

タッフは進行役をするとともに、そばにいてしっかりと

お話をお聞きします。2012 年度は延べ 15名の方が参加

されました。毎回 1，2名の少人数ながら、参加者がおら

れることを思うと、このような場が必要とされているこ

とを実感します。今後は、より多くの必要とされる方に

情報が届くよう、広く情報を発信したいと考えています。

奇数月にはグリーサポート委員会を開催しました。語り

あう会や、より良いグリーフサポート事業の方向性につ

いて、委員会に所属するスタッフが集まり長時間かけて

議論しました。

9月には、グリーフサポート委員会に所属するスタッフで、

グリーフサポート研修を開催しました。大切な人を自死

で亡くした人を支えるためにどのようなことが必要なの

かを真剣に考え、ロールプレイなど実践的な学習も交え

て学びました。

今後も、参加される方の気持ちを大切に、居心地の良い

ほっとできる場所づくりのために、活動を続けます。

グリーフサポート

過去の ｢ 語りあう会 ｣ 開催記録

語りあう会 風景
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広報委員会では、より多くの方に当センターの相談窓口を知っていただくために、行政の窓口や病院への啓発冊子の

配布、電話相談カードの設置などの広報活動を継続して行なっています。

また、毎月一回、ボランティアが街頭に立ち、相談窓口を紹介するチラシやカードを配付し、あわせて募金も行なっ

ています。なかなかカードを受け取っていただけなかったり、一喜一憂することもありますが、その場でご相談をも

ちかけられることもあるなど、顔のみえる形での活動の意義を感じています。

今後は、自死率の高い若年層向けに、大学などの教育機関を中心に、カードの設置場所を拡大していく予定です。

発信委員会は、広報活動委員会と連携して、自死に関する情報を発信するためのさまざまな企画づくりを行なってい

ます。具体的にはリーフレットの作成やシンポジウムの開催が活動の中心です。

　昨年度は、3月 31日、京都府自殺対策事業補助金を受けて、「自死・自殺に本気で向き合う」シンポジウムを開催

しました。法曹・行政・遺族支援など様々な領域で活躍するパネリストをお迎えし、具体的な課題をもとに、自死の

苦悩を抱える方が必要とする支援とは何か、本気の議論がなされました。その後、ボランティアに申し込む方も少な

くなく、支援活動に興味がある方へ一歩踏み出すきっかけを提供できたように思います。

　その他、自死念慮者の方に相談窓口があることをお知らせする、自死遺族の方に語りあいの会の開催を伝える、広

く一般の方に自死・自殺についての偏見をなくすような情報を発信するなど、対象者にきちんとお届けすることがで

きる情報発信を目指します。

広報

発信

2012年

04月 13日

06月 15日

08月 31日

12月 26日

2013 年

01 月 23日

02月 13日

03月 29日

5,023 円	 318 枚

10,493 円	 217 枚

5382 円		 946 枚

7,236 円	 468 枚

8,810 円	 311 枚

7,408 円	 500 枚

5,745 円	 500 枚

街頭募金活動記録
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会報 Sotto 発行記録

Sotto13［2012 年 4月］

Sotto14［2012 年 5月］

Sotto15［2012 年 6月］

Sotto16［2012 年 7月］

Sotto17［2012 年 8月］

Sotto18［2012 年 9月］

Sotto19［2012 年 10 月］

Sotto20［2012 年 11 月］

Sotto21［2012 年 12 月］

Sotto22［2013 年 1月］

Sotto23［2013 年 2月］

Sotto24［2013 年 3月］

特集 よりそいホットラインへの参画

ボランティア養成講座から報告

特集 自殺総合対策大綱改正に向けての民間ヒアリング参加報告

特集 理事が語る１清水新二理事長

特集 理事が語る２生越照幸理事

自殺総合対策全国フォーラム

京都府自死・自殺関連機関連絡会議 - 第１回設立準備会に出席しました

地域自殺対策緊急強化基金 - 継続と拡充を求める要望書提出を機に考える

特集 被災地支援事業 本年度も、西本願寺からの委託を受け、相談員を養成します

一人ひとりに情報を届けたい歳末街頭募金活動

自死・自殺に本気で向きあうシンポジウムを開催します

ボランティア養成講座の案内

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.16  7 月号 ]

1

本年度の養成講座の受講者は 17 名です。年齢や性別は様々ですが、〈自死にまつわる

苦悩を抱えた方を支えたい〉という真剣な気持ちは同じです。なかには、二年前から受講

したくても予定が合わずに断念し、今年になってやっと参加した方もいます。また、広島、

富山といった遠方から通っている方もいて、その熱意には頭が下がります。

今回の第三期養成講座は、これまでと同じく全 10 回の講座ですが、講座の早い時期に

連続二日間の集中研修と懇親会を行ないました。受講生は、集中研修を通して当センター

の基本姿勢を納得し、大きな気付きを得ていたように思います。また、長時間にわたって

空間を共にすることで、〈同じ目的を持った仲間〉という意識も芽生えたように感じました。

研修では、実際の電話相談を模したロールプレイでの体験学習を何度も何度もくりかえ

し行います。その中では、普段は見ることのない自分自身の様々な面が見えてきます。時

には、予想外の自分が見えてくることで、辛い気持ちになり、涙することもあります。も

ちろん、そんな時には周りにいるみんなで涙する仲間にそっと寄り添います。厳しいこと

の多い講座ですが、受講者のコメントからは、仲間のあたたかさを感じてほっとできる場

になりつつあることがうかがえます。

一人でも多くの受講者に当センターの姿勢を共有してもらえるよう、あと数回の講座を

丁寧に運営したいと思います。当センターが自死にまつわる苦悩を抱えている方の居場所

となるために、これからも研鑽を積んでまいります。　　　　　　　　　　　　　　

（代表　竹本 了悟）

ボランティア養成講座、開催中。

特集　理事が語る①

受講者のコメント

・ロールプレイで相談者役になり、話を聞いてもらうと本当にふっと楽になる。実感です。

・日頃どれだけ自分が相手の話をきいていないか、またどれだけ自分の素直な感情を無視していたか…。

・今やろうとしていることって、本当に難しい。実際にやらんとわからん。

・心が痛いです。なんか痛みます。ロールプレイを今まで軽視しすぎていた。

・最初はこわかったけれど、みんなと一緒に参加できてよかったです。周りのみんなに救われました。

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.13  4 月号 ]

特集　よりそいホットラインへの参画

1

ボランティア養成講座受講者募集中

　新しい年度をむかえ、ボランティアスタッフとして活動に参加していただく方を新規募

集しています。街頭活動や新聞折込などで養成講座受講者募集を広く告知をしているとこ

ろです。

　当センターのボランティアスタッフの主な活動内容は、〈死にたいほどの苦悩を抱える

方の気持ちを受けとる電話相談〉、〈大切な人を自死で亡くした方が気持ちを語りあえる場

づくり〉〈街頭募金、講演会などの情報発信〉です。これらの活動をとおして、自死にま

つわるさまざまな苦悩を抱える方とともにいることで〈ひとりぼっちにならない社会〉の

実現をめざしています。

　講座では、当センターの活動の趣旨をお伝えした上で、〈死にたいほどの苦悩を抱える

方の気持ちを受けとる〉ことを体験的に学んでいただくことにより、自死にまつわるさま

ざまな苦悩を抱えた方を大切にできるボランティアスタッフを養成します。

　「苦しんでいる方を支えたい」という思いをもつ新たな仲間と出会えることを期待して

います。

（運営委員　N.Y.）

申込締切　2012 年 5 月 2 日（水）必着

実施期間　5 月 17 ～ 7 月 26 日［前期研修全 10 回毎週木曜日］ 

受  講  料　2 万円
　　　　

定  員　20 名
  

※詳細は当センター事務局（電話 075-365-1600）までお問合わせいただくか、

　ホームページ（http://www.kyoto-jsc.jp/）をご覧ください。

※これまでの講座で約 40 名の方をボランティアスタッフとして認定しています。

第3期ボランティア養成講座申込

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.17  8 月号 ]

1

特集　理事が語る②

自死をめぐる苦悩を支えるためには、地域の特性を活かしたローカルな取り組みがきわ

めて重要です。当センターでもこれまで、京都ならではの取り組みとして、府や市など行

政と連携し活動をおこなってきましたが、このたび「自死 7 割が男性の時代を考える」と

題するシンポジウムを京都府・京都市・こころのカフェ きょうとと開催します。

当センターに寄せられる相談電話の約６割が、男性からの相談です。一般に、女性と比

べて相談機関へ相談しない傾向が強いと思われている男性ですが、当センターではむしろ

男性の相談が多いのです。なかでも 30 代～ 50 代の方の相談では、「働きたいが病気がち

のため就職できない」「職場の人間関係に疲れてしまった」など、私自身、決して人ごと

ではない、まさに働き盛りといわれる世代特有の苦悩が見えてきます。

周知のように、男性の自殺率は、世界的にみてもきわめて高い点が特徴です。その理由

には、さまざまな要因が指摘されていますが、近年の研究では、①男性は問題の解決に際

し、衝動的でより危険な手段を用いる傾向があること、②「強くなければならない」「弱

音をはいてはいけない」など社会的制約が強く、「問題を一人で解決しがちである」といっ

た特性が指摘されています。しかし、自立し、一人で生きていくことを理想とする現代社

会において、失敗や苦悩、悲しみといった気持ちを語りにくいことは、男女に共通する問

題でしょう。常に前向きに生きていくこと、苦悩など存在しないかのように振る舞うこと。

苦悩を語る場合であっても、他人の顔色をうかがいながら話すこと。考えてみれば、私た

ちは、なんとムリをして生きていることか！

このたびのシンポジウムでは、「男性の自死」を切り口にしながらも、すべての世代・

性別に共通する「ありのままの苦悩を認め合える社会」づくりに向けて、積極的な議論が

展開されればと願っています。みなさま、ぜひ足をお運びください。（副代表　野呂 靖）

平成 24 年度　自殺予防と自死遺族支援のための府民・市民シンポジウム
日時：2012 年 9 月 8 日 （土）　13 時 15 分～　　

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール　※詳細は別紙チラシをご覧ください

－自死 7割が男性の時代を考える－

シンポジウム開催案内

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.14  5 月号 ]

1

新たなメンバーを迎えて

　桜の季節も過ぎ、あっという間に新年度です。京都自死・自殺相談センターでも第

二期電話相談ボランティアの認定式が去る 4 月 19 日に開催されました。

　今年度、第二期電話相談ボランティアとして認定されたのは 2 名。今後、第一期生

の 12 名と合わせて 14 名が電話相談ボランティアとして活動することになりました。

　

　第二期養成講座は昨年の 5 月から始まり、前期の講座では当センターの趣旨を共有

するために二期生全員が体験型のロールプレイを中心とした研修を行いました。

　今回認定された電話相談ボランティアは前期の研修後、8 月からの後期研修である

電話相談実習を重ねるとともに、一期生、二期生の枠を超えたグループ研修で電話相

談ボランティアとしての研鑽を積んできました。

　そして、今年度も 5 月から第三期相談ボランティア養成講座を開催いたします。今

年は 16 名の受講申込がありました。来年の今頃も、またこうして新たな仲間の参加

を報告できることができよう、私たちはこれからも着実に歩みを進めていきたいと

思っています。

（相談活動委員長　廣谷ゆみ子）

ボランティア
養成講座から

報告

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.18  9 月号 ]

1

自殺総合対策全国フォーラム

　9月10日（月）、「自殺総合対策全国フォーラム」が、全国5カ所（札幌、秋田、東 京、

京都、福岡）の拠点をネット中継でつないで行なわれ、私たちも京都会場（京都リサーチ

パーク）に参加しました。ここで、その報告をさせていただきます。

　京都会場には近畿各地から、民間9団体や自治体20団体が集まり、ともに情報を共有し

ました。その中では、先日改定された「自殺総合対策大綱」についてのポイント解説や、

「誰も自殺に追い込まれることのない社会」の実現をめざす決意文が採択されました。こ

うした情報共有も、単に文書が伝達されるだけではなく、多くの人が会場に集まって 交

流しながら、しかも各会場がつながることでネットワークの大事さを感じながら、それぞ

れに思いを伝えあうことができたことは、大きな意味があったと思います。 

　

　ネットワークができたことの重要性を感じるとともに、それが形式的なネットワーク 

で終わらないように、支援を必要としている人が適切につながるために有効な取り組みが

行なわれることを願っています。

 

（運営委員　武田慶之）

SottoSotto ［京都自死・自殺相談センター］

［そっと Vol.15  6 月号 ]

1

定期総会を開催しました。

　5 月 19 日に定期総会を開催しました。今回の総会は、NPO 法人として事業を本格

的に開始してから初めての総会。事務局は準備段階から大忙しでしたが、なんとか準

備を整え、予定通り開催することができました。

　

　総会当日は、会場にやってくるボランティアの皆さんの様子が、普段の会議や電話

相談のグループ研修、街頭活動などで集まるのとはどこか違った雰囲気。所属委員会

を問わずにボランティアが一堂に会することはあまり多くないため、見慣れた顔でも

新鮮な気持ちです。普段、ボランティアと直接会う機会の少ない清水新二理事長や生

越照幸理事が参加するからか、会場は良い意味での緊張感と期待感で満杯でした。

　議案の決議は、収支決算や活動の報告、定款の文言変更など、滞り無く進み、最後

には、改めて Sotto の活動目的を見つめなおしました。そのことで、理事、運営委員、

ボランティアみんなで気持ちをひとつにすることができたのではないかと思います。

　

　各理事からも活動についての意見が出され、よりよい活動を進めるための有意義な

時間をもつことができました。議事は真剣に進めながらも、全体的に和気あいあいと

した雰囲気で、会議室は笑顔でいっぱいでした。

　Sotto の活動もはや 3 年目。事務局では、総会準備のピリピリした気持ちも吹っ飛び、

新年度への意気込みをあらためて感じています。それと同時に、来年こそは計画的に

準備を進めなければいけないな、と反省するのでした。

（事務局長　金子 宗孝）

※昨年度の事業報告、本年度の活動計画は、来月号に添付資料として配布する予定です。

特集　自殺総合対策大綱改正に向けての民間ヒアリング参加報告
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SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.22 1 月号 ]

1

寒さ厳しい年の瀬の 12 月 26 日、京都タワー前で歳末街頭募金活動を実施しました。

参加したボランティアは 7 名。大声でご協力のお願いをしながらチラシを配布します。年

末の忙しさなのでしょうか、あるいは雪がちらつく寒さのせいかもしれませんが、最初は

チラシを受け取っていただくことができませんでした。ポケットに手を入れておられる方

も多く、かじかむ手でチラシを配布するのはなかなかの困難です。街頭では、そういった

状況に、つい心が折れてしまいます。しかし、そんななかで「頑張ってください」や「ご

苦労様です」や「大事な活動だからね」といった励ましの声をいただくこともあります。

さまざまな方々に支えられえていることを実感します。

支えてくださる方がいて、私たちは自死にまつわる苦しみを抱えた方を支えていく活動

ができることをありがたく感じています。そうした想いを無駄にしないためにもしっかり

とした活動をしていくことが必要です。

毎年この時期になると、年間の自死者数が公表され、〈3 万人超え〉〈3 万人をきる見込

み〉など、自死された方の総数ばかりが注目されます。もちろんたくさんの方が自死され

たという事実から考えなければいけないこともたくさんあります。しかし、私たちは自死

された方一人ひとりのこと、大切な人を亡くされ

た方一人ひとりのことを想っていたい。また、自

死されていなくても、今まさに死にたい気持ちで

苦悩されている方のことを考えたい。総数ではな

く、一人ひとりに目をむけた活動をしていきたい

と思っています。< 一人ひとりのもとに情報を届

ける〉という気持ちで、これからも街頭募金活動

を続けます。　                （広報委員長　中西 正導）

歳末街頭募金活動
一人ひとりに情報を届けたい

●横断幕を掲げ、大声で呼びかけます。

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.23 2 月号 ]

1

きたる 3 月 31 日、京都府自殺対策事業補助金を受けて、「自死・自殺に本気で向き合う」

シンポジウムを開催します。

 昨年、自ら命を断った方の数が、３万人を下回りました。しかし、社会問題として捉

えるだけではなく、一人ひとりの苦悩をしっかりと見据えたいものです。そのためには、

悩まれている方と向き合うのはもちろんのこと、支援の現場の声を聞くことも重要ではな

いでしょうか。このたび、法曹・行政・遺族支援など様々な領域で活躍するパネリストを

お迎えし、具体的な課題をもとに、自死の苦悩を抱える方が必要とする支援とは何か、本

気の議論を発信していきます。

支援者それぞれの立場と考え方があります。共通項が見つかれば連携のきっかけに、相

違点があれば役割分担を。シンポジウムをきっかけに、支援団体間がつながり、支援の

輪が広がっていけば、生きやすい世の中へ着実に向かっていくのではないでしょうか。

Sotto にとっても、自らの活動のアイデンティティを再確認する機会になるはずです。い

ずれにせよ、団体間の社交辞令に終わることなく、「自死・自殺に本気で向き合う」骨太

な議論が展開されることが期待されます。すでに支援活動に携わっている方だけでなく、

まだ携わっていない方にとっても、一歩踏み出すきっかけ、自分にフィットする支援のカ

タチを見つける機会になるかもしれません。　　　　　　　　　（発信委員長　加茂順成）

　

シンポジウムを開催します。
自死・自殺に本気で向き合う

ＮＰＯ法人京都自死・自殺相談センター Sotto シンポジウム

「自死・自殺に本気で向き合う」

◆日時：2013 年 3 月 31 日（日）13：30 〜 16：30
◆場所：キャンパスプラザ京都
◆入場：無料
◆定員：200 名　　　※詳細は別紙チラシをご覧ください。

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.24 3 月号 ]

1

当センターは、自死にまつわる課題に関わることにより、苦悩を抱えている時であって

も居場所のある〈ひとりぼっちにならない社会〉の実現を目指して活動しています。具体

的には、死にたいほど苦悩を抱える方へむけた〈電話相談窓口の開設〉、大切な人を自死

で亡くした方へむけた〈語りあう会の開催〉、すべての方へむけた〈シンポジウムや街頭

活動の開催〉を行なっています。

それらの活動はボランティアによって支えられています。ボランティアとして活動して

いただくためには、当センターの活動理念を共有する必要があります。そのために、毎年

講座を開催し、ボランティアを養成してきました。

2013 年度も第 4期養成講座の受講生を募集しています。講座は５月から７月まで全

１０回開催し、実践的な支援方法について学びます。当センターの活動理念に共感し、活

動を共にする新たな仲間が増えることを期待しています。　　　　　

（N.Y）

第 4 期ボランティア養成講座

第４期ボランティア養成講座

◆募集期間　４月２２日（月）必着
◆受講料　　２万円
◆募集定員　２５名程度
◆実施期間　５月９日～７月１８日【全 10 回毎週木曜日】
　　　　　　２日間連続の終日研修があります

※詳細は別紙募集要項をご覧ください

 

募集中！ 

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.19  10 月号 ]

1

9 月 13 日（木）、第 1 回京都府自死・自殺関連相談機関連絡会議が開催されました。こ

の会議は、京都府が中心となり開催されたものです。

参加団体は、京都の弁護士会、司法書士会、保険労務士会といった専門家グループや、

自死について活動するグループ、教育委員会や各地域の保健所、行政担当課など。これら

の機関のネットワークをつくることによって、〈各相談機関の強みを生かしたオール京都

での相談体制〉〈相談者を地域で支える仕組み作り〉を目指します。

また、悩みを抱えた方を、様々な分野の専門家が集まる〈いのちのサポートチーム〉が

寄り添い支援をすることで、それぞれの事情に合わせたきめ細かい支援を目指します。

当センターは、この会議で「死にたい気持ちを抱えている方」「大切な人を自死で亡く

した方」の気持ちを受け取ってきた経験を生かして、あくまで悩みを抱えた方を大切にし

た、当事者中心の活動が展開されるように積極的に意見をしたいと考えています。

自死・自殺にかかわる問題への取組みは、全国どの地域でも手探りで進めているのが現

状です。京都でのこうした取組みが有効に機能するようになれば、全国各地の取組みへも

良い影響を広げることになるでしょう。地域における活動も、そうした広い視野で取り組

むことが大切です。

今回は準備会ということで、参加団体どうしの顔合わせ的な意味合いが強かったのです

が、今後回を重ねていくことで、地域のネットワークが有効に機能することを期待します。

（事務局長　金子 宗孝）

－第 1回設立準備会に出席しました－

京都府自死・自殺関連機関連絡会議

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.20  11 月号 ]

1

先日から「復興予算が被災地以外に使われている」との指摘が報道され、政府において

あらためて精査が行われようとしています。これにより、「地域自殺対策緊急強化基金」（以

下「基金」）が精査の対象になる可能性があります。「基金」は、都道府県・市町村の対策

や民間団体の活動を支援し、「地域における自殺対策力」を強化するものです。都道府県、

市区町村、民間団体への財政支援が不安定なものになると、手探りで推進しつつある地域

での活動の基盤が揺らぐことになります。

 

そうした状況のなかで、当センターが所属する「自殺対策全国民間ネットワーク」が、「自

殺のない社会づくり市区町村会」との連名により、基金の継続と拡充を求める緊急の要望

書を与党に提出しました。 

当センター内でも様々な意見が出されました。その中で改めて確認したことは、活動の

財源が安定することが大切だということです。基金に頼った運営では、必ず来る基金終了

の際に活動が止まってしまう可能性があります。一度開設した窓口を閉じるわけにはいき

ません。苦悩を抱える当事者の方々をさらに苦しめるようなことはできません。

 幸い、現時点では当センターの活動の財源は、会費や寄付金等によって確保すること

ができています。ひとえに皆さまのご厚情とご協力のおかげです。しかし、今後行政から

の助成事業や委託事業を積極的におこなっていくことになれば、活動の財源の中で基金が

占める割合が増えていく可能性は十分あります。その際には、今回確認したことを思い出

し、決して財源が枯渇することのないよう、慎重に進めていくことが必要です。同時に、

皆さまに継続的にご協力いただけるように、今後も活動及び情報提供等について、より一

層努力していきたいと考えています。      

（N.Y.）

－継続と拡充を求める要望書提出を機に考える－

地域自殺対策緊急強化基金

SottoSotto [ 京都自死・自殺相談センター ]

［そっと Vol.21 12 月号 ]

1

このたび、京都市の委託事業として、僧侶など宗教者の方々を対象とする「ゲートキー

パー研修」を 2013 年 2 月に開催します。葬儀に携わることの多い宗教者は、ご遺族にとっ

ては、大切な人を亡くした直後に出会う支援者の一人ということができます。また、死に

たいほどの悩みを抱える方に対し、その苦悩の声をうけとめ、関わることのできる存在と

しても、近年、大変期待されています。

京都市は、こうした宗教者と連携した活動では先駆的な取組を行なっており、毎月、京

都市内のお寺で定例のワンストップ相談会を開催するなど、連携の素地ができつつありま

す。私もこの相談会の相談員として関わっていますが、「宗教者にお話をきいてほしい」

という声の多さを実感しています。自死によって亡くなられた方は救われないのかなど、

宗教者だからこそ向き合うことのできる疑問や苦悩が多くあります。

当日は、講演形式の「ゲートキーパー研修会」と体験形式の「ゲートキーパー養成講座」

の２つに分けて開催します。「研修会」では、有識者や実際に活動している方からお話い

ただき、自死についての基本的な知識を学びます。また意見交換の場も持つことにしてい

ます。「養成講座」では、対人支援の基礎的な力を身に付けていただきます。

宗教や宗派の壁を超えて、あらゆる宗教者が手をとりあって自死にまつわる課題にとり

くむことで、自死の苦悩が少しでもやわらぐこと、そして、今後、京都市だけでなく、こ

うした取り組みが全国に広がることを期待しています。                               （副代表　野呂 靖）

【京都市委託事業】ゲートキーパー養成研修会　

１．ゲートキーパー研修会（講演形式）

日時：2013 年 2 月 25 日（月）13:30 ～ 17:00　場所：ひとまち交流館きょうと

２．ゲートキーパー養成講座（体験形式）

日時：2013 年 2 月 26（火）,27 日（水）9:30 ～ 18:00　場所：聞法会館

※内容の詳細、お申込等については別紙チラシをご覧ください

ゲートキーパー養成研修会
京都市内の宗教者を対象とした
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シンポジウム

本事業の目的は、自死にまつわる苦悩を抱えた方を大切にする支援とは何か、議論を深め、来場者が

具体的な支援活動に一歩踏み出すためのきっかけや情報を提供することである。また、それによって

社会における自死遺族支援・自死念慮者支援の充実を図るものである。現場に即した内容にするため、

法曹・行政・遺族支援など様々な領域で活躍するパネリストを迎え、京都府の福祉・援護課からの具

体的な問題提起をもとに議論を展開した。

来場者とともに考える一体感を重視し、質問用紙をリアルタイムに議論の中に反映したり、シンポジ

ウムで印象に残った言葉や気付づきをホワイトボードに貼っていくなど参加型の仕掛けを導入し、双

方向のシンポジウムとなった。

広報としては、対人支援に従事している方（医療関係者、弁護士、ボランティア、宗教者など）およ

び対人支援に関心のある方（ボランティア、学生など）を対象として、チラシ（１万枚）、ポスター、

インターネット（ホームページ、SNS など）、街頭活動などを通じて告知を行った。

・シンポジウム参加者 112 名

・シンポジウム後に開催した、

NPO 法人京都自死・自殺相談

センター Sotto のボランティア

説明会に約 30名が参加。

・説明会後、同センター養成講

座に４名の申込みあり。支援活

動に興味がある方に対して、一

歩踏み出すきっかけを提供でき

た。

・アンケート回収枚数 40枚

・質問用紙 23枚

・付箋記入 27枚
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外部研修講師・報道記録

外部研修講師・シンポジウム登壇

新聞 テレビ・ラジオ

5 月

6月

7月

9月

11月

12月

1月

3月

5月 20日

9月 18日

10月 6日

10月 17日

11月 12日

1月 12日

1月 31日

2月 16日

3月 6日

12月 15日

1月 21日

2月 21日

災害被災者支援ネットワーク・富山

災害被災者支援ネットワーク・富山

災害被災者支援ネットワーク・富山

浄土真宗本願寺派社会福祉推進協議会岐阜教区支部

災害被災者支援ネットワーク・富山

京都教区寺族青年僧侶連絡協議会

上智大学グリーフケア研究所

浄土真宗本願寺派兵庫教区教務所本願寺派神戸別院職員研修

第 3連区ビハーラ研修会

京都府税務職員等人権職場研修

呉竹組御同朋の社会をめざす運動研修会

下京こころのふれあいネットワーク自殺対策講演会

本願寺新報

東海新報

東海新報

毎日新聞

朝日新聞

京都新聞

週刊仏教タイムス

読売新聞

文化時報

KBS ラジオ

NHK京都

KBS 京都
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組織概要 役員一覧

組織図

特定非営利活動法人

京都自死 ･自殺相談センター

理事長：清水新二

設立：2010 年 10 月 20日

法人格取得：2011 年 4月 12日

事務局有給職員：4人

理事長	 清水新二

理　事	 池田行信

	 生越照幸

	 竹本了悟

	 野呂　靖

	 金子宗孝

	 廣谷ゆみ子

	 吉田典生

監　事	 武田慶之

組織概要・役員一覧
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会計報告



特定非営利活動法人 京都自死 ･自殺相談センター

http://www.kyoto-jsc.jp/
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